
(57)【要約】

【課題】マシンガンを休みなしに打ち続けるシューティ

ングゲーム等において同じ射撃音が続くことがないよう

に制御することで、より自然な射撃音とすることのでき

る射撃音制御方法を提供する。

【解決手段】プレイヤの操作を受け付けて操作信号を発

生する工程と、上記操作信号に基づいてマシンガンが表

示画面上のどのエリアを指定しているかを検出する工程

と、検出した位置情報に応じて、少なくとも２種以上の

射撃音の音声データから一の音声データをランダムに決

定する工程とを備える。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 プ レ イ ヤ の 操 作 を 受 け 付 け て 操 作 信 号 を 発 生 す る 工 程 と 、
　 上 記 操 作 信 号 に 基 づ い て マ シ ン ガ ン が 表 示 画 面 上 の ど の エ リ ア を 指 定 し て い る か を 検 出
す る 工 程 と 、
　 検 出 し た 位 置 情 報 に 応 じ て 、 少 な く と も ２ 種 以 上 の 射 撃 音 の 音 声 デ ー タ か ら 一 の 音 声 デ
ー タ を ラ ン ダ ム に 決 定 す る 工 程 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 射 撃 音 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 射 撃 音 制 御 方 法 に お い て 、
　 検 出 し た 上 記 位 置 情 報 に 応 じ て 、 下 方 に 行 く に 従 い 射 撃 音 の 低 域 効 果 音 を 増 強 す る 工 程
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 射 撃 音 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 射 撃 音 制 御 方 法 に お い て 、
　 検 出 し た 上 記 位 置 情 報 に 応 じ て 、 上 方 に 行 く に 従 い 射 撃 音 の 高 音 域 を 増 強 し 、 下 方 に 行
く に 従 い 射 撃 音 の 低 音 域 を 増 強 す る 工 程 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 射 撃 音 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 射 撃 音 制 御 方 法 に お い て 、
　 射 撃 音 の 発 生 タ イ ミ ン グ を ラ ン ダ ム な 周 期 で 所 定 量 だ け 早 め も し く は 遅 ら す 工 程 を 備 え
た こ と を 特 徴 と す る 射 撃 音 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 プ レ イ ヤ の 操 作 を 受 け 付 け て 操 作 信 号 を 発 生 す る 操 作 入 力 部 と 、
　 上 記 操 作 入 力 部 の 操 作 信 号 に 基 づ い て マ シ ン ガ ン が 表 示 画 面 上 の ど の エ リ ア を 指 定 し て
い る か を 検 出 し 、 検 出 し た 位 置 情 報 を 出 力 す る 位 置 検 出 部 と 、
　 複 数 の 音 声 デ ー タ が 記 憶 さ れ た 音 声 デ ー タ 記 憶 部 と 、
　 表 示 画 面 上 の エ リ ア と エ フ ェ ク ト お よ び 射 撃 音 の 対 応 関 係 を 示 す 音 声 ／ 位 置 対 応 情 報 お
よ び 音 声 出 力 タ イ ミ ン グ 情 報 等 の 制 御 情 報 が 記 憶 さ れ た 情 報 記 憶 部 と 、
　 乱 数 を 発 生 す る 乱 数 発 生 部 と 、
　 上 記 位 置 検 出 部 か ら の 位 置 情 報 と 上 記 情 報 記 憶 部 か ら の 音 声 ／ 位 置 対 応 情 報 お よ び 音 声
出 力 タ イ ミ ン グ 情 報 等 に 基 づ い て 射 撃 音 の 制 御 を 行 う 音 声 制 御 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と
す る 射 撃 音 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 射 撃 音 制 御 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る 射 撃 音 制 御 プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 射 撃 音 制 御 方 法 に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 マ シ ン ガ ン の ト リ ガ ー を 引 い て い る 間
、 撃 ち 休 み な し に 打 ち 続 け る シ ュ ー テ ィ ン グ ゲ ー ム 等 に お い て 同 じ 射 撃 音 が 続 か な い よ う
に 制 御 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の シ ュ ー テ ィ ン グ ゲ ー ム 等 に お け る マ シ ン ガ ン 等 の 射 撃 音 の ア サ イ ン 方 法 と し て は
、
（ １ ） 単 発 の 音 （ １ ｓ ｈ ｏ ｔ 音 ） を 画 面 上 で の 弾 丸 発 射 の タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て 続 け て ア
サ イ ン す る 方 法
（ ２ ） ト リ ガ ー 入 力 １ 回 あ た り の マ シ ン ガ ン の 弾 丸 発 射 数 や 射 撃 時 間 が 決 ま っ て い る 場 合
に 、 補 充 し た 状 態 か ら 弾 切 れ ま で 一 つ に ま と め た 発 射 音 群 を １ ｓ ｈ ｏ ｔ 音 と し て ア サ イ ン
す る 方 法
（ ３ ） マ シ ン ガ ン を 撃 ち 続 け て い る 音 が 一 定 時 間 で 繰 り 返 さ れ る よ う に 作 ら れ た ル ー プ フ
ァ イ ル を ア サ イ ン す る 方 法
等 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 上 記 の い ず れ か の 方 法 を 用 い 、 画 面 中 央 付 近 を 中 心 に 射 撃 位 置 に 合 わ せ て 左 右
に パ ン 制 御 し て ア サ イ ン す る か 、 そ の ま ま 画 面 の ど こ を 撃 っ て も 同 じ 音 が 鳴 り 続 け る 仕 様
と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ は 従 来 に お け る 射 撃 音 の パ ン 制 御 を 示 す 図 で あ り 、 モ ニ タ Ｍ の 中 央 か ら 「 セ ン タ 」
、 そ の 両 脇 を 「 や や 左 寄 り 」 「 や や 右 寄 り 」 、 更 に そ の 両 脇 を 「 左 寄 り 」 「 右 寄 り 」 、 更
に そ の 両 脇 を 「 左 」 「 右 」 の エ リ ア に 分 け 、 マ シ ン ガ ン の サ イ ト （ 照 準 ） Ｓ が 含 ま れ る エ
リ ア に 応 じ て 左 右 の 音 量 に 強 弱 を 付 け 、 音 響 的 な 立 体 感 を 得 る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お 、 関 連 す る 先 行 技 術 文 献 を 以 下 に 示 す 。 こ れ は 画 像 上 の キ ャ ラ ク タ 表 示 位 置 に 音 源
位 置 を 対 応 さ せ た ス テ レ オ の サ ウ ン ド ・ エ フ ェ ク ト を 発 音 し 、 キ ャ ラ ク タ と 音 声 と の 連 係
を 大 き く す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ２ － １ ５ ５ ８ ７ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ４ － ９ ９ ５ ８ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 開 平 ２ － １ ０ ７ ０ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ７ － ７ ２ ８ ７ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 の シ ュ ー テ ィ ン グ ゲ ー ム 等 に お け る 射 撃 音 の 制 御 は 上 述 し た よ う に 行 わ れ て い た た
め 、 次 の よ う な 問 題 点 が 指 摘 さ れ て い た 。
（ Ａ ） 常 に 同 じ 音 が 鳴 り 続 け る こ と で 他 の 音 と 比 べ て 浮 い て し ま い 、 プ レ イ ヤ に 違 和 感 を
与 え る 。
（ Ｂ ） 音 の 左 右 の 移 動 感 は ス テ レ オ ス ピ ー カ な ら パ ン 制 御 で 表 現 で き る が 、 上 下 方 向 の 音
の 移 動 感 の 表 現 は で き な い 。
（ Ｃ ） 射 撃 音 が 同 じ タ イ ミ ン グ で 鳴 り 続 け る た め 単 調 に な り 易 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み 提 案 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、
マ シ ン ガ ン の ト リ ガ ー を 引 い て い る 間 は 撃 ち 休 み な し に 打 ち 続 け る シ ュ ー テ ィ ン グ ゲ ー ム
等 に お い て 、 同 じ 射 撃 音 が 続 く こ と が な い よ う に 制 御 す る こ と で 、 よ り 自 然 な 射 撃 音 と す
る こ と の で き る 射 撃 音 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に あ っ て は 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ る よ う に 、 プ レ イ
ヤ の 操 作 を 受 け 付 け て 操 作 信 号 を 発 生 す る 工 程 と 、 上 記 操 作 信 号 に 基 づ い て マ シ ン ガ ン が
表 示 画 面 上 の ど の エ リ ア を 指 定 し て い る か を 検 出 す る 工 程 と 、 検 出 し た 位 置 情 報 に 応 じ て
、 少 な く と も ２ 種 以 上 の 射 撃 音 の 音 声 デ ー タ か ら 一 の 音 声 デ ー タ を ラ ン ダ ム に 決 定 す る 工
程 と を 備 え る 射 撃 音 制 御 方 法 を 要 旨 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ る よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 射 撃 音 制 御 方 法 に お い て 、 検 出
し た 上 記 位 置 情 報 に 応 じ て 、 下 方 に 行 く に 従 い 射 撃 音 の 低 域 効 果 音 を 増 強 す る 工 程 を 備 え
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ る よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 射 撃 音 制 御 方 法 に お い て 、 検 出
し た 上 記 位 置 情 報 に 応 じ て 、 上 方 に 行 く に 従 い 射 撃 音 の 高 音 域 を 増 強 し 、 下 方 に 行 く に 従
い 射 撃 音 の 低 音 域 を 増 強 す る 工 程 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ る よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 射 撃 音 制 御 方 法 に お い て 、 射 撃
音 の 発 生 タ イ ミ ン グ を ラ ン ダ ム な 周 期 で 所 定 量 だ け 早 め も し く は 遅 ら す 工 程 を 備 え る こ と
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が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ る よ う に 、 プ レ イ ヤ の 操 作 を 受 け 付 け て 操 作 信 号 を 発 生 す る
操 作 入 力 部 と 、 上 記 操 作 入 力 部 の 操 作 信 号 に 基 づ い て マ シ ン ガ ン が 表 示 画 面 上 の ど の エ リ
ア を 指 定 し て い る か を 検 出 し 、 検 出 し た 位 置 情 報 を 出 力 す る 位 置 検 出 部 と 、 複 数 の 音 声 デ
ー タ が 記 憶 さ れ た 音 声 デ ー タ 記 憶 部 と 、 表 示 画 面 上 の エ リ ア と エ フ ェ ク ト お よ び 射 撃 音 の
対 応 関 係 を 示 す 音 声 ／ 位 置 対 応 情 報 お よ び 音 声 出 力 タ イ ミ ン グ 情 報 等 の 制 御 情 報 が 記 憶 さ
れ た 情 報 記 憶 部 と 、 乱 数 を 発 生 す る 乱 数 発 生 部 と 、 上 記 位 置 検 出 部 か ら の 位 置 情 報 と 上 記
情 報 記 憶 部 か ら の 音 声 ／ 位 置 対 応 情 報 お よ び 音 声 出 力 タ イ ミ ン グ 情 報 等 に 基 づ い て 射 撃 音
の 制 御 を 行 う 音 声 制 御 部 と を 備 え る 射 撃 音 制 御 装 置 と し て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 さ れ る よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 射 撃 音 制 御 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ
に 実 行 さ せ る 射 撃 音 制 御 プ ロ グ ラ ム と し て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 射 撃 音 制 御 方 法 に あ っ て は 、 マ シ ン ガ ン の ト リ ガ ー を 引 い て い る 間 、 撃 ち 休 み
な し に 打 ち 続 け る よ う に 設 定 さ れ た シ ュ ー テ ィ ン グ ゲ ー ム 等 に お い て 同 じ 射 撃 音 が 続 く こ
と が な い よ う に 制 御 す る こ と で 、 よ り 自 然 な 射 撃 音 と す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 射 撃 音 制 御 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 通
常 は シ ュ ー テ ィ ン グ ゲ ー ム 等 の ビ デ オ ゲ ー ム 装 置 と 一 体 に 構 成 さ れ る も の で あ る が 、 音 声
に 関 係 す る 部 分 の み を 射 撃 音 制 御 装 置 と し て 示 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ に お い て 、 射 撃 音 制 御 装 置 は 、 プ レ イ ヤ の 操 作 （ レ バ ー 操 作 、 ボ タ ン 操 作 等 ） を 受
け 付 け て 操 作 信 号 を 発 生 す る 操 作 入 力 部 １ と 、 こ の 操 作 入 力 部 １ の 操 作 信 号 に 基 づ い て マ
シ ン ガ ン が 表 示 画 面 （ モ ニ タ ） 上 の ど の エ リ ア を 指 定 し て い る か を 検 出 し 、 検 出 し た 位 置
（ エ リ ア ） 情 報 を 出 力 す る 位 置 検 出 部 ２ と を 備 え て い る 。 な お 、 位 置 検 出 方 法 と し て は 特
開 平 ９ － ２ ６ ２ ３ ７ ０ 号 公 報 、 特 開 平 ８ － ２ ５ ７ ２ ４ ０ 号 公 報 な ど に 開 示 さ れ た 公 知 の 技
術 を 用 い る こ と が で き る が 、 そ れ に 特 定 さ れ る も の で は な く 、 射 撃 し て い る 位 置 を 検 出 す
る こ と が 可 能 で あ れ ば ど の よ う な 技 術 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 射 撃 音 制 御 装 置 は 、 複 数 の 音 声 デ ー タ （ 射 撃 音 デ ー タ ） が 記 憶 さ れ た 音 声 デ ー タ
記 憶 部 ３ と 、 音 声 ／ 位 置 対 応 情 報 （ 表 示 画 面 上 の エ リ ア と エ フ ェ ク ト お よ び 射 撃 音 の 対 応
関 係 を 示 す 情 報 ） お よ び 音 声 出 力 タ イ ミ ン グ 情 報 等 の 制 御 情 報 が 記 憶 さ れ た 情 報 記 憶 部 ４
と 、 乱 数 を 発 生 す る 乱 数 発 生 部 ５ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 射 撃 音 制 御 装 置 は 、 位 置 検 出 部 ２ か ら の 位 置 情 報 と 情 報 記 憶 部 ４ か ら の 音 声 ／ 位
置 対 応 情 報 お よ び 音 声 出 力 タ イ ミ ン グ 情 報 等 に 基 づ い て 射 撃 音 の 制 御 を 行 う 音 声 制 御 部 ６
と 、 こ の 音 声 制 御 部 ６ の 制 御 に よ り 音 声 の 生 成 （ 波 形 情 報 か ら 音 声 信 号 に 変 換 ） を 行 う 音
声 生 成 部 ７ と 、 こ の 音 声 生 成 部 ７ か ら 出 力 さ れ る 音 声 信 号 か ら 音 声 を 出 力 す る 音 声 出 力 部
（ ス ピ ー カ ） ８ と を 備 え て い る 。 な お 、 音 声 生 成 部 ７ は 、 サ ラ ウ ン ド 環 境 が 整 っ て い る 場
合 は 低 域 効 果 音 （ Ｌ Ｆ Ｅ ： Low Frequency Effect） の 調 整 が 可 能 で あ り 、 サ ラ ウ ン ド 環 境
が な い 場 合 で も イ コ ラ イ ザ に よ り 音 色 （ 音 域 毎 の 成 分 ） の 調 整 が 可 能 で あ る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は モ ニ タ の 上 下 方 向 に 区 分 し た 複 数 エ リ ア と 射 撃 音 制 御 の 対 応 関 係 を 示 す 図 で あ り
、 情 報 記 憶 部 ４ に 記 憶 さ れ る 音 声 ／ 位 置 対 応 情 報 に 相 当 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 図 ３ に お い て 、 モ ニ タ Ｍ は 上 か ら エ リ ア ＃ １ ～ ＃ ８ に 区 分 さ れ て お り 、 各 エ リ ア に つ い
て ２ つ ず つ の 音 声 デ ー タ Ｓ Ｅ ＃ １ ～ ＃ ９ （ Ｓ Ｅ ＃ ５ か ら Ｓ Ｅ ＃ １ に か け て 音 色 を 明 る め に
変 化 さ せ て ゆ き 、 逆 に Ｓ Ｅ ＃ ５ か ら Ｓ Ｅ ＃ ９ に か け て は 音 色 を 暗 め に 変 化 ） が 割 り 当 て ら
れ て い る 。 例 え ば 、 マ シ ン ガ ン の サ イ ト Ｓ が 図 示 の よ う に エ リ ア ＃ ４ を 指 し て い る 場 合 は
、 音 声 デ ー タ Ｓ Ｅ ＃ ５ か Ｓ Ｅ ＃ ４ の い ず れ か が 選 択 さ れ る 。 な お 、 モ ニ タ Ｍ の エ リ ア 分 割
数 は 図 示 の 例 に 限 ら れ な い 。 エ リ ア を 細 分 化 す る ほ ど 細 か く 制 御 を 行 う こ と が で き る が 、
制 御 が 複 雑 に な る 。 ま た 、 エ リ ア 毎 の 音 声 デ ー タ の 割 り 当 て 数 を ３ 以 上 に 増 や し て も よ い
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 モ ニ タ Ｍ の エ リ ア ＃ １ ～ ＃ ８ に 応 じ て 、 Ｌ Ｆ Ｅ 効 果 の レ ベ ル と 音 色 エ フ ェ ク ト 効
果 の レ ベ ル が 規 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 般 に こ の 種 の 射 撃 音 が 用 い ら れ る ゲ ー ム で は 、 モ ニ タ Ｍ の 上 面 辺 り は 空 （ 屋 外 シ ー ン
の 場 合 ） も し く は 天 井 （ 屋 内 シ ー ン の 場 合 ） で あ り 、 下 面 は 見 下 ろ し た 手 前 の 情 景 で あ る
た め 、 サ ラ ウ ン ド 環 境 が 整 っ て い る 場 合 は モ ニ タ Ｍ の 下 方 へ 向 け て 撃 つ ほ ど 低 域 効 果 音 成
分 を 上 げ る こ と に よ り 、 手 前 で 撃 っ て い る よ う な 演 出 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 サ ラ ウ
ン ド 環 境 が 無 く て も 、 マ シ ン ガ ン の 音 色 の エ フ ェ ク ト を 上 方 に 向 け て 明 る く さ せ 、 下 方 へ
向 け て 暗 め に す る こ と で 、 効 果 的 な 演 出 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ は 音 声 制 御 部 ６ の 処 理 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ に お い て 、 音 声 制 御 部 ６ は 位 置 検 出 部 ２ の 位 置 情 報 か ら マ シ ン ガ ン の 指 す エ リ ア を
特 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 、 情 報 記 憶 部 ４ か ら 音 声 ／ 位 置 対 応 情 報 を 参 照 し て そ の エ リ ア で
出 力 す べ き 音 声 デ ー タ の 候 補 を 特 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 乱 数 発 生 部 ５ か ら 乱 数 を 取 得 し （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 、 そ の 乱 数 に 基 づ い て 音 声 デ
ー タ の 候 補 の 中 か ら 一 の 音 声 デ ー タ を 決 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 具 体 的 に は 、 乱 数 ｒ を
０ ≦ ｒ ＜ １ の 範 囲 で 発 生 さ せ 、 候 補 の 数 （ こ こ で は ２ ） を か け 、 そ の 整 数 部 分 （ こ こ で は
、 ０ 、 １ ） を 取 り 出 し 、 音 声 デ ー タ の イ ン デ ッ ク ス の 小 さ い 順 に 対 応 さ せ る こ と で 、 音 声
デ ー タ を 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 決 定 し た 音 声 デ ー タ は 音 声 デ ー タ 記 憶 部 ３ か ら 読 み 出 し 、 音 声 生 成 部 ７ に 渡 し て 音 声 生
成 を 行 わ せ る 。 例 え ば 、 図 ３ に お い て 、 画 面 中 央 の エ リ ア ＃ ４ が 指 定 さ れ て い る 場 合 は 音
声 デ ー タ Ｓ Ｅ ＃ ５ と 音 声 デ ー タ Ｓ Ｅ ＃ ４ が ラ ン ダ ム で 鳴 る こ と に な る 。 ま た 、 エ リ ア ＃ ４
か ら エ リ ア ＃ ３ に マ シ ン ガ ン が 移 動 す る と 、 エ リ ア ＃ ４ で ア サ イ ン さ れ て い た 音 声 デ ー タ
Ｓ Ｅ ＃ ５ か ら 音 声 デ ー タ Ｓ Ｅ ＃ ３ に 音 色 が 変 わ り 、 音 声 デ ー タ Ｓ Ｅ ＃ ４ は そ の ま ま で あ り
、 音 声 デ ー タ Ｓ Ｅ ＃ ３ と 音 声 デ ー タ Ｓ Ｅ ＃ ４ が ラ ン ダ ム で 鳴 る こ と に な る 。 音 色 的 に は 明
る く 変 化 し て い く 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 い で 、 音 声 制 御 部 ６ は 情 報 記 憶 部 ４ か ら 音 声 ／ 位 置 対 応 情 報 を 参 照 し 、 そ の エ リ ア に
応 じ た Ｌ Ｆ Ｅ ま た は 音 色 エ フ ェ ク ト を 実 施 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 。 す な わ ち 、 サ ラ ウ ン ド
環 境 が 整 っ て い る 場 合 は Ｌ Ｆ Ｅ を 行 い 、 サ ラ ウ ン ド 環 境 が な い 場 合 で も イ コ ラ イ ザ に よ り
音 色 の 調 整 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 い で 、 乱 数 発 生 部 ５ か ら 乱 数 を 取 得 し （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 、 射 撃 音 の 発 生 タ イ ミ ン グ の
制 御 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ は 射 撃 音 の タ イ ミ ン グ 制 御 の 例 を 示 す 図 で あ り 、 タ イ ミ ン グ 制 御 を 行 わ な い 従 来 の
単 発 の マ シ ン ガ ン 音 の 鳴 ら し 方 で は 一 定 の 時 間 Ｘ ご と に ア サ イ ン さ れ 続 け る が 、 本 発 明 で
は 乱 数 で 決 ま る 不 定 期 に 時 間 α だ け 早 め （ 図 ５ （ ａ ） ） も し く は 遅 ら せ （ 図 ５ （ ｂ ） ） た
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タ イ ミ ン グ で ア サ イ ン す る よ う に し て い る 。 時 間 α だ け 早 め た 場 合 （ 図 ５ （ ａ ） ） 、 そ の
直 前 と の 間 隔 は Ｘ － α と な り 、 そ の 次 の 間 隔 は Ｘ ＋ α と な る 。 時 間 α だ け 遅 ら せ た 場 合 （
図 ５ （ ｂ ） ） 、 そ の 直 前 と の 間 隔 は Ｘ ＋ α と な り 、 そ の 次 の 間 隔 は Ｘ － α と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ う す る こ と で マ シ ン ガ ン に グ ル ー ヴ 感 が 出 る こ と に な り 、 よ り マ シ ン ガ ン 音 ら し く す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 で は 、 常 に 同 じ 音 が 鳴 り 続 け る こ と が な く な り 、 プ レ イ ヤ に 違 和
感 を 与 え る こ と が な く な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 通 常 の ス ピ ー カ セ ッ テ ィ ン グ で も 上 下 間 の マ シ ン ガ ン 音 の 移 動 感 を 表 現 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 更 に 、 マ シ ン ガ ン の 音 色 と 打 ち 鳴 ら す タ イ ミ ン グ を ラ ン ダ ム に ず ら す こ と で 、 単 調 さ と
他 の 音 色 と の 違 和 感 を 軽 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に よ り 本 発 明 を 説 明 し た 。 こ こ で は 特 定 の 具 体 例 を 示
し て 本 発 明 を 説 明 し た が 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 定 義 さ れ た 本 発 明 の 広 範 な 趣 旨 お よ び 範 囲 か
ら 逸 脱 す る こ と な く 、 こ れ ら 具 体 例 に 様 々 な 修 正 お よ び 変 更 を 加 え る こ と が で き る こ と は
明 ら か で あ る 。 す な わ ち 、 具 体 例 の 詳 細 お よ び 添 付 の 図 面 に よ り 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の
と 解 釈 し て は な ら な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 従 来 に お け る 射 撃 音 の パ ン 制 御 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 射 撃 音 制 御 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 モ ニ タ の 上 下 方 向 に 区 分 し た 複 数 エ リ ア と 射 撃 音 制 御 の 対 応 関 係 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 音 声 制 御 部 の 処 理 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 射 撃 音 の タ イ ミ ン グ 制 御 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ｍ 　 　 モ ニ タ
　 １ 　 　 操 作 入 力 部
　 ２ 　 　 位 置 検 出 部
　 ３ 　 　 音 声 デ ー タ 記 憶 部
　 ４ 　 　 情 報 記 憶 部
　 ５ 　 　 乱 数 発 生 部
　 ６ 　 　 音 声 制 御 部
　 ７ 　 　 音 声 生 成 部
　 ８ 　 　 音 声 出 力 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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